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1.從 來行 ノ・レタル抗酸性菌 ノ代 表的分類 法並 二

命名法 ノ批剃

2.抗 酸性菌分類 ノ基準bナ リ得 ベキ諸性状 二關

スル樵討

3.織 括的考察

イ 病原性及 ビ人工 培養 ノ能否 ヨリ見 タル抗酸

性菌 ノ大別

口 各型結核菌及 ビ抗酸性菌 ノ働IJヲ 助 〃ルニ

三性賦 ノ比較

ハ 集落色調 二依 ル向然界抗酸性菌 ノ暫定的分

類

紹 晒

緒

今同 ノ席上デ自分 ガ述ベントスルコトハ吾々ガ

最近取扱 ツタ實験 テ基礎 トシテ結核菌拉 ピニ抗

酸性菌二關 シテ特 二興味アリト考ヘタ事項二關

スルモノデアル。表題ハ基礎學 ノ教室デ取扱ツ

タ問題 ト云フ意味デ附ケタノデ他意ハナィノデ

アルo

猫弦 二述 プル トコロバ各 項 共 二大 要 ラ記 載 スル

ニ止 メ詳 細 ハ何 レモ原 著 トシテ褒 表 スル。

言

本研究ハ自分 ガ満洲鰯科大學在職中二行 ツタモ

ノデァル。亦宿題 テ命ぜラレタノモ在職中デア

ル。記 シテ共同作業者二心カラノ謝意 テ表 スル

次第 デアル。

(本報告 ノ各項 二亙ル研究 テ行 フニ當 ツテハ庸

鐵奨學資金財團 ノ援助及 ピ開束局移民衛生調査

會 ノ援助 二員フ トコロ大 デアル。記 シテ深謝 ノ

意 テ表ス。)

第一章 結核菌ノ多形態性 卜護育形式(占部推當)

結核菌 ノ形態學テ根本的二論ゼントスルニハソ

ノ多形態性及 ピ菌禮内穎粒 ノ本態 テ追究 スルコ

トガ必要 デアル。吾々ハ中村、許氏等 ノ「フ,ル

ム」培地培養法テ慮用 シテ螢育可良ナル自然界

抗酸性菌及 ビ鳥型結核菌 ラ用 ヒテ軍個菌 ノ登育

像 テ時間的二追究 シテ次 ノ如キ結論テ得 タノデ

ア ル0

1・ 吾 々 ・・Kahnガ 圭 張 ス ル抗 酸性 菌 ノ塵 埃

形 登育 相 ノ存 在 テ認 メナ イ。

2.吾 々 ハ抗 酸 性菌 属 ノ登 育 形 式 テ假 リニ次 ノ

如 ク ニ分 類 シタ。

イ、横 分裂(第1圖A)

ロ、 伸 延緯 切("B)

ハ、 細側 枝 形 成("C)

二、分 裂 端 伸 長("D)

ホ、菌 盟 内穎 粒 褒 芽("E)

へ、 游 離 穎 粒 登 芽("F)

ト、 分 枝 形 成("G)

而 シテ以 上 ノ中 デ最 モ普 通 行 ハ ル ・モ ノハ横 分

裂 デ ァル。 細 側 枝 形 成 ハKahn及 ピ中村 、許 氏
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E
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・IPor特 側枝形成
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闘 マ 分裂端伸長
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"-e游 離顧粒登芽

G蹄 胸 分枝形成
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等 二依 ツ テ認 メ ラ レタ如 クデ アル ガ コ ノ形 式 ハ

嘗 テ 中村 、 許 氏 等 ガ唱 ヘ タル ガ如 ク左程 二重 要

ナ ル登 育 形 式 トハ考 ヘ ラ レヌ。
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3.抗 酸 性 菌 ノ穎 粒 ニ ハ登 芽能 力 ラ有 スル モ ノ

ガ アル。 亦 登 芽 能 力 ラ訣 クモ ノモ アル。 而 シテ

・亦 一 方 菌 盟 ノ頼 粒 ラ認 メ得 ヌ個 所 ヨ リモ明 カ ニ

分 枝 ス ル像 テ認 メル。 即 チ穎 粒 ガ騒 育 二關 與 ス

ル コ トハ認 メ得 ル ガ登 育 二封 シテ必 須 的 ナ モ ノ

・デハ ナ イ。 亦 頼 粒 形 テ呈 ス ルモ ノガ纏 ベ テ躍 一

ノモ,ト モ考 《・ラ レヌ事 實 が アル。

4.抗 酸 性 菌 ハ時 二異歌 褒育 形 式 ト シテ崎 形 テ

呈 スル コ トガ アル。

5.抗 酸 性 菌 ノR型 、S型 各騒 育 形 式 ハ大 盟 同

熾 デ ア ル ガ排 列 状 態 が異 ル。S型 ハ大 腸 菌 其 ノ

他 普 通 細 菌 ノ ソ レニ良 ク似 テ テル。

・6.結 核菌 テ含 ム抗 酸 性 菌 屑 ノ各菌 種 ノ登 育 形

式 ハ大 艘 二於 テ相 一 致 シテ ラ ル。

7.而 シ テ培 養 菌 、 人艦 乃 至 ハ動 物M料 ヨ リ得

タ染 色標 本 二於 テ認 ノ ラル ・ガ如 キ多 形態 ハ何

レモ疲 育形 式 ノ アル課 程 二於 テ認 ノ ラル ・モ ノ

デ ア ル(第2圖)
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第二章 結核菌ノ濾過型盤二關スル實駿(占部捷當)

,結核菌 ノ多形態性二次 イデ吾々ハ所謂濾過型 ノ
.存否二關スル吾々ノ正 シキ見解テ得 ントシテ次

ノ如 キ小實験ヲ行ツタノデアル。
『1

.結 核菌液盟培地(キ ルヒナー氏培地)長期培

養 濾過試験

二2.結 核菌固形培地(ペ トラニヤー二氏培地)短

{期及 ピ長期培養濾過試験

第1表

猫 封 照 ノ意 味 デ次 ノニ 實 験 テ行 ツ タ。

1.鼠 廟 菌 ノ濾 過 實 験(癩 鼠 材 料)

2.自 然界 抗 酸 性 菌 ノ澁 過 實 験

濾 過 實施 ハ充 分 二封 照試 験 ラ行 ツ タL,・.kテ

用 ヒ タ.
`

實 験 成 績 ノー部 テ第1表 及 ピ第2表 二示 ス。

結核菌培養漉液接種海猿盟内抗酸性菌ノ槍索

注
射
材
剤

一
轄
濃

ヒ
ナ
ー
胞

長

期

培

1養

接
種
部
位

凋 皮下『

死

因

死
死
玩

嚢

嚢

・
τ
τ

生1

存
日

数

11

24

20

淋巴腺塗抹標本中ノ所見

灘騨 窪奇職 抗鵬 粒:

殺
玩響
殺
玩

18

24
腔腹

死1
1

29

死

死

死

岨匿下皮

一

十
一

143+(腋 窩 腺)

、壽 ≡

鍔 ≡
126、 一

・・1+(前 上縦隔賓腺)

26i一

十(顎 下腺)-

i-・+

1十(同 上)1-

+(同 上)1

±

内
騒
所
見

49死1341什(同 上)1

腹腔

60殺

62死

1921十(鼠 瞑 腺)1

21

+・+(農 繰「 ■「

+(同 上)

+(同 上)

葛死66

謎死67 1+儒 勘 一

曝
リ四

=ご蛋
一

一

一

一

　}

一

一
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一



'

弼4 戸 田=細 菌學的領城 目 リナ セル結 核 ノ研究 蛇昌抗酸 性菌 ノ分頬 二關 スル考察

!

【第14瞥

短

期

培

養

皮下

70
マ ー-

75

殺142
盤
+(咬 筋部 腺)

一

一 一 一

死 68
-一 ▼ 　一 曽 「

48

一

一　 一 距一 一

十十
鎚
+(腸 間膜 腺)

L-{一

_昌6■ ■9

一

一

一

一

}　 一噂{一 『

一76死 一 一

… 簿==一 一'『

什(脾 臓)
一

81死92 一
.l

I-　}1

1-;
一 『=7一

腹腔

73殺142 一
};悶 一 皿 一

}一 一 ρ

一

='一 『一
一　

82死95 ++(左、右膝製腺)

一

一 一

85死181

94殺142一

劉」照,{述 康海6冥10匹

… 三 一 一=〕 ≡

一
_『'『 一=… 一「_
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接
種
材
料

ヲ叢播 死 雀

三 謹 因 最

塗抹標本中抗酸性菌

淋 巴 劇 醐
72號 系鼠

癩濾液

1皮 下 死10日

2腹 腔 死100日+(腸 間膜腺)

・皮下 殺 ・71日+膿 綴 族)

255號 系

鼠 瀬 濾液3腹 腔
,,t-

4

2"殺 ・・+膿 謬 腺)

+`腸 間膜腺)

一 ・"+1盟 離 腺)

即 チ表 ニ モ示 ス如 ク ニ意 外 ニモ多 撒 例 二於 テ試

獣 ノ膿 内 二抗 酸 性菌 及 ビ抗 酸 性 穎 粒 ノ出 現 テ認'

メ タ ノデ アル。 ノ ミナ ラ ズ 表 ニハ示 サ ナ カ ツ

タガ濾 液 テ接 種 シタ母 獣 ノ膿 内 二生 レタ仔 駄 ノ

禮 内 ニ モ抗 酸 性菌 テ検 出 シ得 タ例 ガ アル ノデ ア

ル。 コ ノ結 果 ヨ リス レバ次 ノ如 キ結 論 トナル ノ

ア アル 。

1.結 核 菌及 ビ鼠 癩 菌 ニハL,テ 通 過 スル要 素

ガ アル コ トガ想像 出來 ル。 而 シテ コ ノ要 素 ハ結

核 菌 ノ多形 態 性 二於 テ論 ゼ ラル ・穎 粒 ノー 部及

ピ細側 枝 デハ ナ カ ラ ウカ。

2.結 核 菌 ノコ ノ濾 過 要 素 ハ胎 盤 テ通 過 スル場

合 ガ アル。

但 シ吾 々 ハ以 上 ノ如 キ濾過 試 験 二際 シテ濾 液接

種 獣 ノ禮 内 二出現 シタ穎 粒 ガ果 シテ結 核 菌 力或

ヒバ 自然 界 島生存 ス ル非 病 原 性 菌 ノ盟 内突 然 侵

入 ニ ヨル モ ノ デハ ナ ィカ ト云 フ コ トヲ考 ヘ テ見 、

ネバ ナ ラ ヌ。 何 トナ レバ次 ノ如 キ諸 貼 ガ カ ・ル

疑 問 テ起 サ シノ ル カ ラデ アル。

イ、 塗 抹標 本 中 ノ抗 酸 性 菌 ノ形 態 ガ時 二 自然 界

抗 酸 性 菌 ノア ル種 ノモ ノ ニ類 似 シタ ガ如 キ短 大

形 テ示 ス モ ノ ・存 スル コ ト

ロ、 本菌 膿 テ謹 明 シタ動 物 ノ「ツベ ル ク リ ン」反

慮 何 レモ陰 性 ナル コ ト

ハ 、 本 菌禮 ヲ謹 明 シタ動 物 二結 核 性 病 髪 ラ呈 ス

ル モ ノ殆 ン ド皆無 ナ リ シ貼

一、 ・毒力復 蹄 試験 不可 能 力不 定 ナル コ ト

ホ、 本 菌形 禮 ガ結 核 菌 ノ固 有 性 状 テ以 ツテ登 育

セ ヌ コ ト。

然 シナ ガ ラ吾 々 ガ行 ツ タ封 照 動物 検 索 二於 テル

自然 界 抗 酸性 菌 ノ膿 内侵 入 ガ左 程 多 イ,モ ノデ ナ

イ コ トテ知 ツ タ ノ デ以 上 ノ疑 問鮎 ノ存在 テ以 ッ

テ シテモ猶 濾 過 形 態 ノ存 在 テ肯 定 セ ザ ル ラ得 ヌ

結 果 トナ ツ タ ノデ アル。但 シ結 核 菌 ノ濾過 形 態 ・

ガ他 ノ所 謂 濾 過 性 病 原膿 トハ 全 然 本 質 的 二異 ツ

テ テル モ ノデ アル コ トハ云 フ迄 モ ナ{コ トデ ア

ル。 而 シテ猶 自分 トシテ ハ今 回 ノ實 験 ノ ミデハ ・

本 形 態 ノ存 在 が確 定 的 ナ リ トノ断 言 ハ差 控 ヘ タ

イ。

第三章 結核菌ノ抗酸性脱却二就テ

結核菌 ノ抗 酸性テ脱却 セシメテ非抗酸性結核菌

ラ獲得セントスル實験ハ生物學的性歌 ノ研究 ノ

ミナラズ攣異菌 ノ抗元性 ヨリ進 ンデハ豫防乃至

ハ治 療 ノ目的 テ以 ツテ 「ワ ク チ ン」テ製 造 セ ン ト

1目 的 テ以 ツ テ盛 二研 究 セ ラ レテ テ ル。 吾 々 ハ・

次 ノニ 項 二就 テ研 究 シタ。
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1.非 抗 酸 陸 結 核 菌 培 養 ヲ得 ン トス

ノレニ 三 追 試 實 験(箭 頭 、占 部 憺 當)

生 活 シテ テ ル非抗 酸性 結 核 菌 ノ培 養 テ獲 得 セ ン

トス ル從來 ノ研 究 ハ欧米 ノ ミナ ラズ本 邦 昌於 テ

モ盛 二研 究 セ ラ レテ テ ル ガ自分 ガ弦 デ述 ベ ン ト

ス ル方 法 ハ最 近 本 邦 二於 テ行 ハ レテ テルー ニ ノ

方 法 テ追 試 シタ成 績 二止 メ ン トスル モ ノデ ア

ル。 即 チ次 ノ如 キ化學 剤 デ液 盟培 地 二適 常 ナ ル

%テ 以 テ混 合 シ コ レニ結 核 菌 ヲ培 養 シ非抗 酸 性

結 核 菌 テ得 ン トス ル方法 デ アル。

1.Saponin(有 馬 氏等 法 、

2.Natriumdesoxycholicum(中 川 氏 等 法)

3.Lizolecithin(長 谷 川 氏 等 法)

猫 其 ノ外 二脆 汁 、 免疫 血 清、 臓 器浸 出液 等 モ用

ヒタ。

供 試 菌 株 トシテ ハ各型 結 核 菌 ノ外 一比 較 的 二抗

酸 性 ノ彊 イ自然 界抗 酸 性 菌 ラ モ用 ヒタ。 實 験 成

績 ハ第3表 、 第4表 及 ピ第5表 二示 ス如 タデ ア

ルo

表 二示 シタ トコロバ吾 々 ノ研 究 ノー 部 デ アル ガ

吾 々 ハ現 在迄 ノ研 究 二於 テ次 ノ如 キ結 論 テ得 ル

コ トガ出來 タ ノデ アル。

ユ.有 馬 氏 、 中川 氏、 長 谷 川 氏等 ノ各 法 二依 ツ

第3表Saponinノ 實験
一

「サ ポ ニ ン」ノ% 0.02% 2%

封 照

(「グ リセ
リソ プ イ
ヨ ソ」)

菌 株
非性
抗型
酸

抗型
酸
性

非性
抗型
酸

抗型
酸
性

非性
抗型
酸

抗型
酸
性

結

核

菌

人型F株 一

一

一 土
十

惜 十
二
十
二
十

二

冊

牛1927株

一
帯 柵一

坐
什

鳥 型13株 一
±

什一
柵

上
主
十二
十

蛙 株 柵 什

自'然

界
抗酸

性
菌

K155株 什一
柵

什 柵 T
一
柵

牛糞50R株

一
± 冊

一
十一
十一
十一
十

一
冊

牛糞50S株 冊一
柵一
柵

± 柵 主
±

一
柵

S50B株 ± 柵 坐
柵土176株 ± 冊 ±

第4表Nat.desoxycholicumノ 實験

(0.002%)

菌 株

吸育状況 抗 酸 性

液

上

管

底

非性
抗型
酸

抗型
酸
性

結

核

薗
一
白
然
界
抗
酸
性
菌

人型F株 十 十禦状 柵 十

牛型1927株 十 十., 柵 十

鳥型Tb13株 十 十 十 柵

蛙 結 核 菌 十 十 柵 ±一 一
K155A株 十 ± 十 柵

牛糞50R株 十 ± 十 柵

牛糞50S株 +1+螺 状

際
±

S50B株
1

+撃 状1柵 ±

土176株 +1-1± 冊

第5表Lizolecithinニ ヨ ノレ實 験(0.002%)

壁育状況 抗酸性 望型
冨ノ
翼出

顎

妻・

菌 株 陣

臣

管

底

藤
花
様

非性!抗型
抗型酸
酸1性

結

核

菌

百
然
界
抗酸

性
蓬

人F株 什一
什一

丘
十十一
榊

一
二
ニ
ー

十十一
十一

±
冊一

五
坐
什

十 一

牛1927株

一

二
十

一
一

=

鳥Tb13株 ±一
～一
十一
P-
十一

一

二
二
二
十
二

丁一
十

蛙 株
一
十十

一

二

二
十
=

十

K155A株

一

二
什
=
一
什

牛糞50R株 柵

牛糞50S株 柵一
柵S50B株

一
柵一
冊

P

土176株 柵 十 十

一
P

記、 ±、 十、什、帯 ノ符號 ハ覗野 中 ノ非抗

酸性型、抗酸性型 ノ出現 ノ程度 ヲ示ス

テ非抗酸性型結核菌 ノ培地内出現ハ可能 デ ア

ノレ0

2.菌 株 二依 ツ テ亦 ハ菌 型 二依 ツテ非抗 酸 性 ニ

ナ リ易 イ モ ノ ト然 ラザ ル モ ノ トガ アル。

イ、 菌 株 トシテハ ー般 二R型 二於 テ困 難 デS

型 テ示 ス モ ノニ於 テ容 易 デ アル。

ロ.菌 型 トシテ ハ例外 ガ ア ル ガ大 禮 二於 テ次

ノ如 キ順 序 デ困 難 トナ ル。

易→ 自然 界 抗 酸 性 菌 → 蛙 結 核 菌 →鳥 型 → 人 型

及 ピ牛 型 ← 難

3.吾 々 ノ経 験 シタ範 園 以 上 三 氏 ノ法 ノ外 如 何

ナル方 法 テ以 ツ テモ培 養 菌 ノ全菌 膿 テ即 チ覗 野

ノ全 部 テ非抗 酸 型 菌 トシテ世 代 ラ重 ネ ル コ トハ



螂 戸田==細 菌學 的領域9リ ナ セル納核 ノ研究蛇 二抗酸性蘭 ノ分顛 昌關7・2V考寡 【第14倉

不 可 能 デ ア ツ タ。 現 在 市 販 ノAOノ 如 キ ハ抗 酸

性 型 テ多 撒 混在 シテ ラル コ トラ知 ツ タ。

4.往 々 一 シテ普 通 寒 天 二極 ノテ良 ク臓 育 ス ル

種 々 ナル形 態 テ有 スル菌 テ培 地 内 二偶然 二得 ル

コ トガ ア ル ガ自分 バ カ ・ル菌 テ以 ツテ非抗 酸 性

結 核 菌 トハ認 メ得 ナ ィ。 迷 入菌 ト考 ヘ ル。 亦 カ

カル菌 株 ト思 ハ ル ・モ ノ テ結 核 菌 ノ璽 異株 ナ リ

ト主張 ス ル人 ガ アル ガ コ レニ ハ質 意 テ表 シ得 ナ

イ。

(長谷 川 博 士ハ最 近Convallamarinニ ヨツ テ非

抗 酸性 型 結 核 菌 ラ得 タ ト云 フ.舷 二附 記 スル)

第6表

II.二 三 泥斯 嘘 ノ抗酸 性 破壊 試

1瞼(橋 本辮 當)

本實験 ハ橋本 ガ結核菌…封7・ル瓦斯艦 ノ殺鰍1

験 ヲ試 こテ居ル際 二「ハロゲン」艦中奥素二極 メ

テ張 イ抗酸性破壊性質 ノアルコ トテ知 ツタノデ'

極 メテ興味 アルモ ノト信 ジテ舷 二報告スルi次第

デァル。臭素、盟累、亜硫酸「ガス」.硫化水素,

ノ各瓦斯艘ヲ豫メ結核菌塊乃至ハ 「オブエクト

グラス」上 二塗抹 シタ菌盟 テ納 ノタモノ昌通 ジ

テー定時間作用セシメル ノデアル。結果ハ第6・

表二示 ス如 クデアル。

瓦斯饅作用 ニ ヨル抗酸性脱却

索水噛硫-董勾墜酸硫亜

脇μ
ガ

ゆ鋤
柵柵i

柵柵帯

柵[9111!
,帯

5

惜ー1-1ー

ー柵柵

帯

ー
li

柵1　ll

!榊

柵l
I帯

1「

1柵

1

1

柵

柵
-

柵-lI惜ーi
ー帯

蜥
12」
ll

Il

ー

柵

脇

帯

帯

柵

臨

柵

柵

柵

柵

榊

素唖

軌2

十

±

±

±

十

脇-臨

十

十

十

十

十ー

十

十

十

十

十

素臭

脇
ー

ー

ー

1

一

一

一

一

」
一一

ー

ー

一

一

ー
一

一

一

一

伽
P碕

一

一

一
ー

類閥饅斯瓦

間時用作

菌)亥様

鄭
型
晦人(

菌
)晶

結
共型雛牛(

菌
)核磁

徽 菌
)篠

酸
同抗共界株然3自(

琳菌核結蛙
表附記 一ハ抗酸性完全脱却 ヲ示 ス ± ハ抗酸性殆 ンド脱 却+ハ 抗酸性 多数脱却

骨 ・・約牛藪脱却 帯 ハ封照 ト憂 リナキモ ノ

表 ニモ示 ス如 クニ臭 素 二於 テ最 モ張 ク破壌 作 用

ガ認 メ ラ レ盤 素 コ レニ次 ギ亜 硫 酸 「ガ ス」、 硫 化

水 素 等 ニ ハ其 ノ性 質 ガ皆 無 デ アル。 カ ク シ テ得

ラレタ結核菌 ノ抗元能力等二就テハ目下研究巾

デアル。

第四章 結核菌ノ培養二關スルニ三知見二就テ

結 核 菌 ノ分 離培 養法 ハ佳 吉 氏 二依 ツ テ登 見 セ ラ

レHohn二 依 ツ テ改 良 セ ラ レタ 硫 酸 法 二 卵 黄

培 地 殊 二 ペ トラニ ヤー 二氏 培 地 、 レー ベ エ ンス

タ イ ン氏培 地 、 ペ トロ フ氏 培 地 等 ノ色 素 加培 地

テ配 スル コ トニ依 ツ テ殆 ン ド完 壁 二近 イ現 状 ニ

ア ル ト云 フ モ過 言 デ ハ ナ イ ト思 フ。 自分 ガ今 同

述 ベ ン トス ル報 告 ハ コ ノ問 題 二鯛 レル コ トナ ク

梢 ≧一般 二厄 介 視 セ ラ レテ ラル糞 便 ノ分 離培 養

法 ト吾 々 ガ創 意 テ加 エ ター 改 良 新 結 核 菌 培 養 二

就 テ ノ ミ述 ベ ル コ ト ・スル。

1.酸 素及 ピ炭 酸 「ガス」登 生 ニ

ヨル結 核 菌一新 分離 培養 法

二就 テ(坪 崎、 井 上澹 當)

結核菌 ノ登育テ助長セシムル目的 デ試験管内二

酸素及 ピ炭酸「ガス」テ駿生 セシメテ結核菌 ノ分

離培養成績テ確實ニセントシテ種々考按 シタ結二

果次 ノ如キ方法テ行 ツテ極 メテ優秀 ナル培養成

績 テ出スコトガ出來 タノデアル。

1・ 培養装置拉二分離培養法

集菌法 トシテ ハ 佳吉氏法 二從 ヒ硫酸法ラ用 ヒ
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タ。硫 酸 ノ濃 度 ハ5%ラ 用 ヒル。 培 地 トシテ ハ

ペ トラニ ヤー 二氏 培 地 ラ用 ヒタ ノデ特 二璽 ツ タ

トコ ロハ ナ ィ。

培 養 装 置 ハ 自分 等 ガ嫌 氣性 培 養 二用 ヒタ方 法 ラ

ソ ノ儘 コ レニ慮 用 シタ ノデ ァ ツテ第3圖 二示 ス

ガ如 キ極 メ テ簡 軍 ナ モ ノデ アル。即 チ中隔(綿 栓

テ押 シ込 ンダ モ ノ)上 二置4タ 小 硝 子 管(30mm

×10mm)内 二次 ノ如 キ 藥 品 テ容 レテ 試駿 管 ノ

上部 テ密 閉 シ タ ノデ アル。

A.酸 素 法

甲法 、 局 方過 酸 化 水素 液0.5caテ 小管 二 入 レ

自然 二 〇。テ壼 生 セ シメル。

乙法 、 前 者 二 「カ タ ラー ゼ」 トシテ.「 チモ テ

ー一一t株一 白金 耳 ラ加 へ盛 二 〇。テ登 生 セ シメル。

B.炭 酸 「ガ ス:法

甲法 、 局方 酒 石酸0.25瓦 テ小 管 内 二 入 レ 更

二10%重 曹 水 ラ0.5cs加 フfi

乙法 、 局 方炭 酸 石灰0.1瓦 ラ小 管 内 一入 レ之

二10%稀 盛 酸0.5acテ 加 フ。

雨 方 二於 テ如 何 程 ノ瓦 斯饅 ガ登 生 ス ル カ テ測 定

.第7

シタ ガ コ レハ原 著 二譲 ル。

2.實 験 成績

以 上 ノ方 法 ニ ヨツ テ分 離培 養 ラ行 ツ タ トコロ封

第3囲

「t'ムJ栓

一一 小 謂 子 管

纏栓

第7表 二示 ス通 リデ アル。

表

照二比 シテ何 レノ培

養法モ優 レタ結果 ラ

示 シタガ特 二過酸化

水棄液 ノこテ容 レ徐

徐二酸素テ登生セシ

ムル方法二於テ優秀

ナル結果ラ示 シタノ

デアル。封照二比 シ

テ集落 ノ量生ガ速カ

デ亦培養李モ高李デ

アルコトハ コ,「 酸

素分離培養法」 ノ臨

躰的慮用債値 ノ大デ

ァルコトラ物語 ルモ

ノト信ズル。成績 ハ

培 養 法
集落豪見試駿管ノ%

1週2週 3週4遇15週 16遇

酸素法
甲法 過 酸化水素 ノ ミ 、2.2ラ 。65.2ラ 。 91.3196195.7ラ6鯉100ラ6」 100%

1乙 法 灘 化水素+「 千モテー 株1
2・2"

,茄 ・3"

槻 ・4"19・ ・5"9・ ・5" 91.5,,

炭酸 「ザ
ス」法

甲法 酒石酸+10%重 曹水 ;2.3,,輻34.1,, η.7"18・.8"1別 。・. 86.4,,

{乙 法 炭酸石灰+10%璽 酸水

L
l2.2,。43.5,, 76.1,,,84.8,,187.0,, 87.0,,

罫 照1普 蓮法 11.6,,、30.9,, 58.5.,86.2.,86.2.. 89.4,,

H.糞 便 内結 核菌培養 法 ノ比 較

(廣木、 本 田指 當)

人盟材料中カラ結核菌ラ培養 セントスル場合二

吾々ガ最モ困難テ感ズルノハ糞便内ノ場合デア

ル。ソレハ糞便 ノ性状ガ喀疾、膿、尿等 トハ自

ラ異ツテラルノト同時二酸等二封 シテ比較的二

抵抗力 ノ強 イ菌ガ混入 シテラルカラデアル。今

同ハ特 二最近 日本人ニヨツテ改良 セラレタ方法
二就 テ比較 シタ結果 ラ述ベル。

1.培 養法

1.小 川氏法(τトリパフラピン」硫酸法》

0.1%'ト リバ フ ラ ピ ン:及 ピ1%硫 酸 水 テ

以 ツテ庭 置 ス ル方 法

2.伊 藤 藤 野 氏 法(小 川 氏婁 法 ・

0.1%一 ヤ ト レン」及 ピ5%硫 酸 水 テ 以 ツテ

虞 置 スル 方法

3.尾 高 氏法(「ベ ンチ ンー.硫 酸 法 、

10%硫 酸 水庫 置 後x.ン チ ン,テ 加 へ結 核 菌

テゼペ ンチ ン;二 移行 セ シメ テ集 菌 スル 方法

4.硫 酸 法

5%硫 酸 虞 置法 一」・封 照 ノ意 味 デ 用 ヒ タ。

培 地 ハペ トラニ ヤー 三氏培 地 トキ ル ヒた=氏 培
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的
糞

工
核

人
結
便

結核患
者糞便

培 聲 法

雑菌駁育率

培養陽性率

號 育状 態

雑菌壁育単　 　
培養陽性率

第8衷 各糞便内結核菌分離培養陽性串ノ比較

搬 概 況

小川氏法

二
馬

ラ

ニ

ト

輌
地

(
ヤ
培

44%

69%

柵

86%

32%

禍

キル ヒナ
ー氏培 地

58%

83%

二
氏

ラ

ニ

ト

岬
地

(
ヤ
培

ナ
地

ヒ
培

　
法
法

ル
氏

氏
優

キ

一

顧
川

二
氏

伊
小

ラ

ニ

一

ト

一
地

4
ヤ
培

27%62%1

60タ680%1

什

49%

43%

尾高氏法

什

4%

64%

十

18%

45%

十

キル ヒ ナ
ー 昆 培 地

34%

89%

Aト ラ 昌

培地
セ9%

什

50%

30%

什

酸 法

昌
7

氏端鵜
一 一一一
151%

コg2%
}

1

「

地デアル。

2.實 験成績

實験成績ハ第8表 二示 シタ。

即 チ表二示 シタ如 クニ吾々 ノ實験デハ尾高氏二

依ル硫酸法 ト「ベ ンチン」法 トテ併用 シタ方法ガ

結核菌 ノ集菌法 トシテモ鏡検上便利デアルシ培

養上二於 テモ雑菌 ノ叢育ガ少ク且培養陽性卒モ

高 イ結 果 ラ示 シタ ノデ最 モ推 賞 ス ベ キ方 法 デ ア

ル ト ノ結 論 二達 シ タ ノデ アル。 キ ル ヒナー 氏 液

盟 培 養 ハ此 ノ場 合 雑 菌 ノ褒 育 ガ盛 デ純 梓培 養 ニ

ハ不 適 常 デ アツ タ ノデ アル。 但 シ顯 微 鏡 的 検 索

李 ハ高 イ結 果 ラ示 シ タ。 即 チ深 部 褒 育 ノ良 好 デ

アル コ トテ示 シタ謬 デ アル。

第五章 結核菌ノ集落解離二就テ(占部措當)

集 落 解 離 ト云 フ言 葉 ハ塗 異 ノ意 味 デ用 ヒ ラ レル

Dissoziation但ardley)ト 云 フ語 テ 自分 ガ謬 シ

タ ノデ 本 來Dissoziationト ハ化 學 的 解離 二 用

ヒ ラル ・語 デ アル カ ラ シテ誤 解 ノナ ィ爲 二 ヵ ク

ノ如 クー シタ ニ過 ギ 犬。

結 核 菌 ノ集 落 解 離 二就 テ ハPetroffガBCG二

就 テR型 、S型 テ分 離 シテR型 ハ弱 毒性 、S型

ハ強 毒 性 結核 菌 デ アル ト云 フ登 表 テ ナ シテ ヨ リ

後 盛 二研 究 セ ラル ・檬 ニ ナ ツ タ ノデ ァル。 弦 ニ

ハ 自分 が 嘗 テ行 ツ タ實 験 ト最 近 占部 ガ抗 酸 性 菌

二就 テ行 ツ タ成 績 ノ ミテ示 ス。

1.人 型 結 核 菌 及 ピBCGノ 集 落 解 離

自分 ハ嘗 テ登 表 シタ如 ク ニ人 型 結 核 菌 及 ピBC

G二 就 テzF等 浮游 液 テ 作 ツ タ後 一Schleichel

u.SchUll會 肚 製 ノNr.575濾 紙 テ以 ツテ コ レ

テ濾過 シ、 コ ノ稀 繹 濾 液 ラ石英 硝 子 内 二 入 レ人

工太 陽燈 デ照射 シ タ後 コ レラ培 養 シ テ次 ノ如 キ

解 離 二成 功 シタ ノ デ アル。 第9表 二實 験 成 績 テ

示 ス。

a.人 型 結 核 菌(Tb.16株 〉ラR型 強 毒 株、S

型 弱 毒 株 二解 離

b.BCG(BCGE株)テR型sS型 共 二 弱 毒

株 二、

c.牛 型 結 核 菌(Tb.1927株)テR型 ノ ミ ノ強

毒 株 』、

第9表 結核菌 ノ照射 ニ ヨ,レ集落解離

照射i撰 饗 衡BCG(E株)1牛llsei核 菌
時間;R型S型IR型

[

鴨 ト磐

ls型iR型l

lll{

・3・分}ゴ

4分

5分 1

7分 1

10分

70・

020

0171

02

00

50

一〇

一〇

一ヱ

3

「〇

一〇

400

205

76

24

11

3

0

牛型結 核菌
(TL1927)

R到s型

520 0

216 0

62 0

23 0

8 0

2 0

0 0

記:表 中ノ数字ノ・集落ノ数ヲ示ス

2.非 病 原性 抗酸 性 菌 ノ集 落 解離

コノ研究ハ自然界抗酸性菌 ノ分類二際 シテ極 メ

テ必要 デアルノミナラズ登育速度比較的二速 カ

デ且操作モ結核菌二比 シテ容易デアルタメニ本
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菌株ラ用 ヒテ結核菌 二關スル本問題ラ推論 セン

トシテ各種 ノ實験 テ行ツタノデアルガソ'主 ナ

ル結果テ簡軍二述べレパ次 ノ如クデアル。

1.自 然界抗酸性菌モ普通細菌又ハ結核菌 卜同

檬二R型.S型 二集落解離 セシメ得ル。 ソノ誘

因 ト シテ ハ諸 種 ノ人 工的 操 作 ガ用 ヒ得 ラル ・ガ

培 養 ラ重 ヌ ル中 二特 破 性 二起 ル場 合 モ アル。

2.S型 、R型 ハ生物 雄 的 二多 少 ノ差 異 ラ示 ス

場 合 モ アル ガ著 シク ナ イ モ ノガ多 イ。

第六章 結核菌 ノ菌型二關スル問題 ヲ基礎 トシテナセル研究

●
1 牛型結核菌分離培養 一關スノレ

ニ三知見(廣 木憺當)

人 型 結 核 菌 ノ分 離培 養 ハ極 ノ テ容 易 デ アル ガ牛

型 結 核 菌 ノ場 合 二於 テハ梢 《困 難 デ アル。 ノ こ

ナ ラズ菌 型 決 定 二際 シテモ注 意 ラ要 λル場 合 ガ

アル。 吾 々 ガ從來 ノ緻 ヨ リ シテ知 リ得 タ知 見

中特 二注 意 スベ キニ 三 ノ黙 テ次 二述 ベ ル。

イ、 分 離 培養 法 ・注 意

廣 木 ガ 行 ツ タ 成 績 ノー 部 テ第10表 二示 一7・。 而

シテ牛 型 結 核 菌 テ分 澤 ス ル ニ際 シテ最 モ合 理 的

デ アル ト信 ズ ル ケ法 テ蓮 ベ ル。

第10表

培

地
ノ

種

類

培 養
陽性率

1雑 菌

套育率

菌農育
ノ程度

a.牛 ヨ リ材 料 テ用 フル場 合 ニ ハ 前虜 置 二用 フ

ル硫 酸 水 ノ%テ7-10彦 ト人 ル ガ適 常 デ アル。

b.硫 磯 庭 置 シタ 材料 テ先 ヅ キル ヒナー 氏培 地

ラモ ツ テ塘 菌 ス ル。 ペ トラニ ヤー 二氏培 地 二直

接 培 養 シタ場 合 ニハ多 ク ノ場 合 集 落 ガ叢 生 シテ

クル ノハ5週 頃 デ ァル ガキ ル ヒナー氏培 地 デ ハ

2週 間 位 デ管 底 二燭 特 ノ叢 育 像 ラ示 ス。

c.次 ニ キル ヒナー 氏培 地 二 増 菌 シタ モ ノ テ

「グ リセ リン』ラ快 クベ トラ ニヤー 二氏培 地 二移

ス(「グ リセ リン」ラ含 ムモ大 差 ナ シ)ノ ガ最 モ成

績 可 良 デ アル。

d.ぺ トラニ ヤー 二氏培 地 上 デ世代 テ重 ネル ニ

ハ 塗 布 後 無 菌 的 非 働性 血 満 件 、 家 兎)テ 培 地 表

面 二滴 下 シテ斜 面 ラ需 ス。 コ ノ方法 一 ヨ レパ牛

型 結 核 菌 ノ蛋 育 テ極 メ テ強 ク促 進 シ世 代 テ重 ヌ

ル コ トガ容 易 デ アル。

e.液 上叢 育 テ誉 マ シムル ニ ハ 箭頭 ノ考 案 シタ

「キ ル ク」片 法 ガ最 モ便利 デ アル
。

ロ、eugonischesWachstumテ 誉 ム牛 型 結 核 菌

且 テGriffith,Gensen等 ガ褒 育,遅 速 カ ラ

シ テ人型 結 核 菌 、 牛 型 結 核 菌 テeugonisches

Wachstum,dysgonischesWachstumノ 雨 萎

育 形 式 二分 類 シ人型 ノ殆 ン ド大 部 ガ前 者、 牛 型

ノ殆 ン ド大 部 ガ後 者 デ アル ト ノ報 告 ヲナ シ テ テ

ル。 而 シテ コ ノ事 實 バー 般 二認 メ ラ レテ テル。

猶 時 二例外 的 二牛型 結 核 菌 中 ニモ褒 育 速 カナ ル

菌 株 即 チeugonischesWachstumテ 呈 ス ル モ

ノガ アル コ トモ認 メ ラ レテ テ ル ノ デ アル。 最 近

Gensenハ1772例 ノ人 結 核 材 料 ヨ リ 得 タ226

例 ノ 牛型 結 核 菌 中1例 ノeugonisches型 テ 認

メ、 佐療 氏 ハ人 艦 例 ヨ リカ ・ル 菌 株 子得 タ ト報

告 シテ テル。 吾 々 ハ 牛 甘 料 ヨ リ得 タ32例 ノ 菌

株 二於 テ1例 ノ本型 菌 殊 テ認 メ タ ノデ アル。 仁

菌 株 ハ 極 メ テ嚢 育 可 良 デ ア ツテ人 型 結 核 菌 ノ如

キ螢 育 態 度 テ示 シテ テル ガ家 兎 二封 シテ明 カ ニ

牛 型 菌 トシテ ノ病 原性 テ有 シ海 瞑 二封 シテモ 同

檬 デ アツ タ ノデ アル。

即 チ菌 型決 定 ノ最 後 的噺 案 ハ動 物 試 験 二 依 ラネ

バ ナ ラヌ コ トノ良 イ例 デ アル ト信 ズ ル ノ デ ア

ルo

へ 菌型決定 ノ豫備試験 トシテノ余 ノ皮内注射
げ
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法(坪 崎 澹 常)

菌 型 決 定 二際 シテ吾 々 ガ最 モ困 難 テ感 ズ ル コ ト

ハ動 物 撒 ガ極 メ テ多撒 入川 デ アル コ トデ アル。

コ レガ爲=4自 分 ハ1930年 二Br.Lange教 授 指

導 ノ下 ニ コ。ホ研 究所 二於 テ 同 一家 兎 ノ 四 肢 ヒ

皮 ノ皮 内 二 菌 株 ラ 異 ニ シテ1000分 ノ1通 乃 至

10000分 ノ1通 テ注 射 シテ ソ ノ局所 撞 化r.依 ツ

テ菌 力 テ比較 スル コ ト∴依 ツ ア病原 性 ラ標 示 セ

シメ得 ル コ トテ知 ツ タ ノデ アル。 佐 藤 氏 モ コ ノ

方 法 ノ用 ヒ得 ベ キ コ トラ報 告 シテ テル。 κ々 ハ

今 同 新 ラ タニ分 離 シタ多 数 ノ菌 株 二就 テ コ レ ラ

再 試 シテ人 型 、 牛 型 ノ大 盟 ノ鑑 別 ラナ シ得 ル コ

トテ知 ツ タ ノデ アル ガ今 同 ノ實 験 二於 テ菌 量 ハ

100分 ノ1冠 乃 至1000分 ノ1涯 テ 可 トス ル コ

トテ知 ツ タ ノデ ァル。 然 シナ ガ ラ人型 結 核 菌 デ

時 二 乍型 結核 菌 ノ示 スガ如 キ憂 化 テ示 スモ ノモ

ア ル ノデ人 禮 材料 カ ラ得 タカ ・ル菌 株 二就 テハ

2、3匹 ノ家 兎 ノ 皮 下乃 至 ハ 静 脈 内注 射 ニ ヨル

漿 化 ラ検 シ タ後 二決 定 セ ネ バ ナ ラヌ。 即 チ吾 々

ガ本 法 テ豫 備 的鑑 別 法 ト呼 稻 スル所 以 ハ コ コニ

ア ル ノ ア ア ル。

2.鳥 型 結 核 菌 二 關 ス ル 研 究

(廣 木 澹 當)

鳥 型 結 核菌 ガ時 二人 盟 ラ侵 シ特 二皮 膚 結 核 乃 至

ハ 腎臓 結 核 二於 テ分 離培 養 セ ラル ・コ ト ノァル

コ トテ1913年 二L6wensteinガ 駿 表 シテ カ ラ

M.Kochu.Rabinowitsch,Gancsou.Elfer,

Lipschutz,Nicolasu.Blumenthal等 二依 ツ

テ人 膿 ノ諸 結 核疾 患部 ヨ リ シテ鳥 型 菌 ガ分離 セ

ラ レタ トノ報 告 ガ アル。 本 邦 二於 テ モ最 近佐 藤

氏 ガ壊疽 性 丘疹 性結 核 疹 ヨ リ鳥 型 菌 ラ分 離 シタ

ト云 ツテ テ ル。

乍併 現 在 二至 ル迄 鳥 型 結 核 菌 テ多 撒 株 分離 シテ

ソ ノ生 物 學 的 性 状 テ比 較 研 究 シタ モ ノガナ ィ ノ

デ アル。 幸 ニ シテ吾 々 ハ奉 天 附 近 二於 テ極 メ テ

高 卒 二 家 鶏 結 核 症 ノ アル コ トテ 登 見 シ(例 之 鶏

市 場 ニ テー一見不 健 康 二見 ユル家 鶏 テ検 シタ トコ

ロ34M中6M(17.7%))コ レ ラニ就 テ臨 林 的 、

病 理 學 的検 索 テ 行 フ ト同 時 二 分 離培 養 テ 行 ヒ

26株 ノ培 養 二成 功 シタ ノデ アル 而 シテ是 等 菌

株 二就 テ諸 種 細 菌 學 的 検 索 テ行 ヒ次 ノ如 キ實 験

結 果 ラ得 ク ノデ アル。

イ、 鳥 型結 核 菌 ノ分 離 二川 フル材 料 ハ鶏 ノ肝臓

ラ川 フル ノガ最 モ良 イ結 果 テ示 ス。

ロ、 鳥 型 結 核 菌 モ分 離 常 初 ハ人 型 結 核 菌 卜漿 ラ

ヌ時 日 テ以 ツ テ磯 育 シテ來 ル場 合 ガ多 イ。 多 ク

ノ場 合 集 落 ガ肉 眼 的 二認 メ ラル ・二至 ル ノハ2

週 間 前 後 デ アル。 但 シ コ レラ数 代 累 代培 養 ス レ

バ1週 間位 デ贋 育 シ テ來 ルー 般 業 室 株 ノ如 キ性

質 トナ ル。

ハ、 鳥 型 結 核 菌 ハS型 テ原 型 ト/・ル ガR型 二集

落 解 離 スル コ トガ ア ル。

氏、 集 落 ノ色 調 ハ何 レモ灰 白 色 デ時 二淡 黄 色 テ

呈 スル コ トガ アル。 佐 藤 氏 ガ煉 瓦 紅 色 ノ鳥 型 菌

テ分離 シタ ト云 フ ノデ アル ガ果 シテ カ ・ル性 状

テ呈 人ル菌 株 ガ アル カ否 力疑 問 トシテ テ ル。

ホ,諸 種 ノ酵 素學 的 検 索 テ行 ツ タ ガ就 中 最 モ注

目 スベ キ鮎 ハ 本菌 株 ガ何 レモ 「ウ レ アー ゼ」陰 性

デ ァ ツ タ コ トデ アル。 他 ノ抗 酸 性 菌 ニハ 陽性 ノ

モ ノガ多 ク陰 性 ノモ ノハ稀 ナ ノデ アル
。

へ、 岩 田 ノ検 索 ニ ヨル ト鳥 型 結 核 菌 テ キ ル ヒナ

ニ 氏 培 地 二培 養 シ タ 場 合 登 育 ガ 認 メ ラ レ テ モ

PH曲 線 ノ1:昇 テ見 ナ カ ツタ ノデ ァル。 他 ノ抗

酸 性 菌 バ ー般 二「アル カ リ」側 二傾 キ ソ ノ儘 止 ル

モ ノ ト再 ピ酸性 側 二傾 クモ ノ トガ ア ル。

ト、鳥 型 結 核 菌 ハ 「マ ウ ス」二封 シテ比 較 的 著 明

ナル病 攣 テ示 ス。 而 シ テ極 メテ慢 性 ノ経 過 テ示

ス コ トガ 特 異 的 デ アル。 但 シ各菌 株 間 ノ「マ ウ

ス」二封 スル菌 カ ー ハ大 ナ ル差 異 ガ アル
。 亦 「マ

ウ 入」個 艦 ニ モ感 受 性 ノ 差 異 ガ アル コ トテ 認 メ

得 ル。

3.各 型 結 核 菌 ノ満 蒙 産 「ノ・タ リ ス1

ご 封 ス 〃 戚 受 性 二 就 テ(廣 木 憺 當)

満 洲 ノ原 野 二棲 息 シテ 「ペ ス ト」媒 介 動 物 ト シテ

知 ラ レタ畑 粟 鼠(Citellusmongolicusramssus,

,,"umbratus)ノ 結 核 菌 二 封 ス ル 感 受 性 二

就 テ ハ昨年 ノ當學 界 二於 テ既 二登 表 シタ通 リデ

アル。 ソ ノ主 ナル黙 テ再 録 ス レバ次 ノ如 ク デ ア



第6號 】 戸 田=細 菌學的領域 ヨ リナセル結核 ノ研究姓 二抗酸性菌 ノ分類 二關スル考察 171

ルo

イ、 本 動 物 ハ牛 型 結 核菌 二封 シテ特 二感 受 性 ガ

大 デ アツ テ人 型 結核 菌 二封 シテ ハ感受 性 ガ小 デ

アル 。 此 ノ黙 ハ家 兎 ノ雨型 二封 スル感受 性 二極

メ テ類 似 シテ テル。 爲 型結 核 菌 二封 シテ ハ人 型

結 核 菌 二封 スル ヨ リモ更 二抵抗 力 ガ大 デ アル。

ロ、 本動 物 ハ満 洲 二於 テ ハ結 核 ノ實 験 二用 ヒ得

ラ レル ト思 フ。 但 シ「ツベ ル ク リ ンj反 慮 ガ海猿

ノ如 ク著 明 デ ナ ィ ノハ遣憾 デ アル。

ハ、 尚 本動 物 ハ研 究 室裡 二於 テ鼠癩 ノ實 験 二用

ヒラル ・コ トガ占部 二依 ツ テ確 メ ラ レ亦皮 膚 科

教 授 橋 本博 士 二依 ツ テ第 四 性 病 ガ感染 スル コ ト

モ確 メ ラ レタ。

爾 各 型 結 核 菌 二封 スル各種 動 物 ノ感受 性 二就 テ

ハ既 ニー般 二 知 ラ レテ 子ル ガ 弦 二吾 々 ハ 「ハ タ

リス」テ追 加 シテ第11表 テ作 ツ タ。

第11表

鋸 結1鰭結擁 結
00 冊

肩「

家 兎

勺

旗

列

産
ら
猿

動物 ノ種類

鶏及 ビ鳩

(ア マ ゾ ン鶏 鵡 ノ(H
inshaw) 十 十 冊

入

Rat

Mause

±

±

犬 什

羊 、山 羊 、牛 、猫1±

±

±

什

柵

十

什

0

0
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十十 柵 σ 　一一

十 柵
帯

(Y型)

}ド 辱 曽一一

」

一

柵

一 一 一

冊 0
一 一 一

十 柵 0㌧
一

柵
一9寧 一一

柵

一 一

冊
卿

什

0
{"

十

4.結 核 菌 ノ 菌 型 輔 換 二 關 ス ノV實験

各 型 結 核 菌 ガー 元 性 力 多元 性 力 卜云 フ間題 ハ興

味 ア リ亦實 際 的 ニ モ若 シ ソ レガー 元 性 デ ア リ容

易 二菌 型 ヲ轄換 スル モ ノ トス レバ容 易 ナ ラヌ問

題 デ ァル。 コ レニ開 シテ ハ嘗 ヅ テNeufeld等

二依 ツ テ實 験 セ ラ レタ ガ結 論 二至 ラズ シテ中断

セ ラ レタ。 亦 ソ ノ後 力 ・ル 賞験 ノ行 ハ レタ コ ト

モ寡 聞 ニ シテ知 ラヌ。 唯 最 近L.Wolterハ 鳥

型結 核 菌 ド ト型結 核 菌 バ ー元 デ ア ッ テ牛 型 結 核

菌 テ鶏 テ数 代 通 過 セ シノ テ鳥 型 結 核 菌 ガ得 ラ レ

タ ト報 告 シテ テル ノデ アル。 コ レニ 封 シ テ ハ

Br.Langeハ 鶏 ガ既 二 鳥 型 結 核菌 ノ 感 染 テ受

ケ テ テ ツ タ ノデ ア ラウ ト述 べ テ反 封 シテ テル。

コ レニ關 スル實 験 ハ満 洲 ノ如 キ鶏 結 核 症 ノ多 イ

トコ ロ デハ行 フ コ トガ不 可 能 デ アル。

ソ コ デ自分 ハ人 型 結 核 菌 テ家 兎 ノ盟 内 テ通 過 セ

シムル コ トニ依 ツ テ ドノ程 度 迄 ノ家 兎 二封 スル

菌 力 昂 進 テ認 ムル コ トガ出來 ル カ テ試 ミタ ク思

表

家兎通
過代歎

感染期間1殺力死
一般 剖 検 所 見

摘 要

1

状態 淋畷 鍛
)繭1肝 劇 撒 「腎臓

第一代 43日 殺 良1一 献 酪)
≒-i判 一 凧 粟粒(酪一)

!

第二代 65日 殺 良
1

1
一 什(酪) 句+i-

1 州 難 野化ス
第三代 謎 日1殺1良 一 十(酪) 十1_1_。

「

_}

第四代

第五代

第六代

蜘 厘 唾L 一什(酪) 什L}一 _1

30日 死 獅 良 項+(酪) 什i+L 一

[

35日 死
一1

1

不劇1 一 督酬 岨 吃 一_ 乾酪化 セル結 節
互 二相融合 ヌ

第七代 go日

殺

殺 一 瞬(酪) 柵⑭ 引 一El同 上
第入代 60日 1÷

1_一_

一 十 十
ll

- 1-1-1肺 結 節 値小

L
第九代 45日 殺

殺
陰

一 十 ±
ll

一 一i

第十代 45日 i良 一 一1 一 ,十

一1

飼一1一 一1皮 下 注 射 セ リ

⑭ 牛型結 核菌 ニ ヨル攣化 ヲ思 ハヴメタ リ
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ツタノデ約2年 間二亙 リ1ケ 月乃至2ケ 月 ノ間

隔 テ以ツテ新 シク結核患者 ノ喀疵 カラ分離 シタ

人型結核菌 ノ家兎睾丸通過試瞼 テ行 ツタノデア

ノレo

其 ノ結 果 ノ大 要 テ 知 ル ベ ク第12表 二病 壁 ノ 程

度 ラ示 シタ ノデ γル ガ表 一t示 シ タ通 リーll!'代

ノ或 ル時 二於 テハ寮 兎 ノ肺 臓 二全 ク'卜型 結 核 菌

テ思 ハ セ ル様 ナ融 合性 ノ結 節 形 成 テ認 メ タ場 合

ガ アツ タ ノデ アル。 乍併 コ ノ性 質 ハ艮 クハ緒 カ

ズニ 、三代 ノ後 ヨ ハ再 ピ 人 型 結 核 菌 トシテ ノ性

質 二戻 ツ テ シマ ツ タ ノデ アル。 猫 其 ノ間 二於 テ

何 レ ノ場 合 ニ モ淋 巴腺 ノ腫 脹 テ認 ム ル コ トハ出

來 ナ カツ タ。 從 ツ テ ー ノ結 果 ノ こデハ人 工的 二

菌 型 韓換 テ試 ム ル コ トーハ 失敗 シ タ コ トーナ ル

ノデ アル。

但 シ吾 々 ガ新 シ ク人 膿 乃 至 ハ 牛盟 カ ラ分 離 シ タ

菌 株 中 ニ ハ人 型 結核 菌 中 一 モ家 兎 二封 シテ利脈

強 ク病 原 性 テ示 スモ ノモ見 ラル ・ノデ ア ツ テ亦

一 方培 養 性 駄 モ牛型
、 人 型 雨者 ノ中間 二位 スル

ガ如 キ モ ノガ存 在 スル ノデ アル カ ラ シテ或 ヒバ

何 等 カ ノ機 曾 二菌型 轄換 ガ アル ヤ モ知 レズ亦 嘗

テ大 古 ノ時 代 二於 テ ハー元 デ ア ッ タ カモ知 レヌ

ト云 フ コ トハ想 豫 可能 デ ァル。 唯 吾 々 ハ今 回 ハ

現 在 二於 テ ハ吾 々 ガ人 力 テ以 ツ テ シテ カ ・ル企

テ ラナ ス ■ トガ如何 二困 難 デ アル カ ト云 フ コ ト

ラ知 ツ タニ過 ギ ナ1コ トテ報ii計スル ニIEメ テ テ

キ タ イ。

5.組 織 球 ノ各型結 核菌 貧喰

機 能 ト同細胞 内水 素 「イオ ン」

濃度(岩 田憺 當)

盟内二侵入 シタ結核菌 テ多核白血球及 ピ組織球

ガ貧喰 シ就中組織球ガ結核性病愛登生二際 シテ

重大 ナル役 目テナスモ ノデアルコトハ銑二良 ク

知 ラレタ トコロデアル。從 ツテ各種動物二封 シ

テ病原性テ異 ニスル各型結核菌乃至ハ自然界抗

酸性菌 ガ動物乃至ハ人盟内二於 テ組織球二貧喰

セラレタ場合組織球 自禮 ノ反慮 トシテ各々ソコ

ニ何等 カノ攣化 ラ來 シ、各型菌間二差異テ認ム

ルユ トガ出來ルノデハナカラウカト云 フコトニ

思 ラ至 ス ノハ常 然 ノコ トデ アル。最 近 波 多 野、岩

田等 ガ組 織 球 ノ水 素 「イ才 ン」濃 度 ト食喰 ト多開

シテ研 究 ラ駿 表 シタ際 二同細 胞 内 水 素 「イ 才 ン」

濃 度 ガ被 貧喰 物 質 乃 至 ハ微 生物 ノ種 類 二依 ッ テ

各 々 異 ル コ トヲ述 ベ テ 才ル ノ デ ア ル。 ソ ーデ

1乎々 ハ絹 核菌 及 ピ自然 界抗 酸 性 菌 ヲ盟 内 二於 テ

貧喰 シタ組 織 球 内 ノー漿 化 ラ知 ル標 示 ノー ト シ

テ氏等 ノ方 法 ゐ ヨル水 素 「イ才 ン」濃 度 測 定 法 ラ

慮 川 シテ病 原 性 乃 至 ハ菌 力 ト組 織 球 内PHト ノ

關 係 テ知 ラ ン ト試 竃タ ノデ アル、 而 シテ今 回 ハ

先 ヅ ソ!第 一 階段 トシテ 「マ ウ ス」二就 テ検 索 テ

行 ツ タ ノデ アル。

コ レニ用 ヒ タ菌 株 ハ人 型 、'1・型,鳥 型 ノ各結 核

菌 、BCG及 ピ「チ モ テー 」株 デ ア ル。 何 レモ 適

當 ナ浮 游 液 トシテ生菌 ノマ ・及 ピチー 丞 氏染 色

菌 等 ヲ腹 腔 内 二注 射 シ タ後 二各 供試 色 素 テ適 當

ノ時期 二注射 シ、 コ レテ 「ツベ ル ク リン」注射 器

一 テ取 リ出 シ鏡 検 シテ色 素 穎 粒 ノ色調 ヨ リ シテ

PHテ 推 定 シタ ノデ アル。 ソ ノ結 果 ハ次 ノ如 ク

ア アル。

イ、1'マ ウ ス」ノ腹 腔 内 二 各 型 結 核 菌 及 ピ「チ モ

テー」株 ノ生菌 テ 注 入 シタ 場 合 同腹 腔 内游 走組

織 球 ニ ハ波 多野 、 岩 田雨 氏 一 ヨル次 ノ3種 ノ組

織 球 ガ出現 λ ル。

a.賦 活組 織 球PH-5.4-6・4(R.H型 》

b.正 常 組織 球PH=6・4--6・8(N.且 型)

c.愛 性 組織 球PH=6.8-7.6(D.H型)
'
ロ、 而 シテ ソ ノ出現 率 ハ次 ノ如 ク デ アル。

a.人 型 及 ピ牛型 結 核 菌

R.H型>N.H型>D.且 型

'b
.BCG及 ピ鳥 型 結 核 菌

R.H型 』N.H型>D.H型

C.「 チ モ テー 」株

N.H型 ガ大 部 及 ピ小 数 ノD.H型

ハ、 以 上 ノ各 菌 株 ノ チー ル氏 液 染 色死 菌 二就 テ

行 ツ タ結 果 及 ピ「ツベ ル ク リ ン」テ注 射 シタ場 合

ニハ所 謂 正 常 組 織球 ノ範 園 テ出 デ タ ル モ ノ ナ

シ。 即 チ生 菌 二於 テ ノ ミ組 織 球 ニ アル刺 戟 ラ與

へ更 ニ コ レテ漿 性 二陥 ラ シ メ得 ル モ ノ ト云 フ コ
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トガ出 來 ル ノデ アル。

第七章 発疫二關スルニ三知見

1.生 菌 免 疫 二 就 テ特 二BCG及

ビTb,16S二 關 ス 〃 實 験

自分 ハ嘗 テ生 菌 免 疫 二就 テBCG及 ピ自分 ガ集

落 解離 セ シメ テ得 タTb.16Sノ 動 物 實 験 ノ結

果 テ第12同 結 核 病 學 會 二 於 テ 賛 表 シタ コ トガ

アル。 而 シテ其 ノ際 二 「弱 毒結 核 菌 ノ動 物 實 験

二於 テBCG及 ピTb.16S二 依 ル成 績 ヨ リ推

論 シテ、個 盟 ノ感 受 性 二依 ッテ多 少 ノ差 異 ハ存

ス ル デ ア ラウ ガ、 局所 二肉眼 的 二殆 ン ド慶 化 テ

起 サ シメズ ニ而 モ希 望 スル免疫 数 果 テ與 へ得 ル

コ トテ知 ツ タ ノデ アル
。 而 シテBCGノ 人 艦 慮

用 特 二皮 下 注 射 法 テ慮 用 スル ニ當 ツ テハ コ ノ程

度 ノ使 用 菌 量決 定 ガ最 モ大 切 ナ コ トデ アル ト同

時 ニ コ ノ鮎 ノ決 定 コ ソ生菌 免疫 法 ノ實 用 化 二封

シテ最 モ 必 要 ナ コ トデハ ナ カ ラ ウカ」ト述 ベ タ

ノ ア ア ル 。

而 シテ以 上 ノ考 ヨ リシテ 自分 ハBCGノ 人 禮 試

験 テ行 ツ タ ノ ヂ アル。Tb.16S二 就 テ ハ 本菌

株 ノ菌 力 ガ稽 ≧BCG二 優 ル コ トテ知 ツ タ ノデ

用 フル コ トラ控 ヘ タ。BCGテ 接 種 シタ人 ・・20

歳 前 後 ノ看護 婦 デ ア ツテ其 ノ結 果次 ノ如 キ結 論

テ得 ル コ トガ出來 タ。

イ・ 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 鳳 葱 ツベ ノレク リ ン」

1000倍 液0・1c勾 陰 性 者(21名)0.005雇 ノBCG

テ接 種 シテ大 部 分 テ陽 性 二轄 化 セ シメ得 タ。 而

シテ コ ノ場 合 前述 シタ動 物 實験 ノ結 果 カ ラ シテ

0・0025彪 卑 ラ上膳 ノ皮 下 二接 種 ス ル 方 法 テ 用

ヒテ全 然 副 作用 テ呈 セ シメズ シテ コ レニ成 功 シ

タ ノデ アル。

ロ、 試 ミニ行 ツ タ「ッ」反慮 陽性 群 者(19名)二 右

ト同量 ・ 同方 法 デ注 射 ラ行 ツ タ トコロ殆 ン ド大

部 二於 テ硬 結 膿 瘍 乃 至 ハ痩 孔 形 成 ラ見 タ ノデ ア

ル。 而 シテ ソ ノ中3名 二就 テ ハ切 開 テ施 シタガ

他 ハ線 ベ テ 自然 治 癒 シタ。

ハ ・ 雨 群 共 二接 種後 約2ケ 年 牛 テ経 過 シ タ今 日

二至 ル モBCG二 依 ル悪影 響 子認 メ タモ ノハ ナ

イ。 ・

∴、 以E:ノ 結 果 ヨ リ シテ自分 ハ 「ツ」反 慮 陰 性 者

三BCGテ 接 種 シテ何 等 害 ナ キ ノtナ ラズ ソ ノ

被 接種 者 ノ個 艦 ニー 程 度 ノ免 疫 性 テ附 與 セ シメ

得 ル モ ノ ト考 ヘ ル コ トガ出 來 ル。

II.死 菌 見 疫 一 就 テ、 特 二 「フ ォ

ノレモ ワ ク チ ン」二 關 ス ル 實 験

(小 野 寺 、 坪 崎 憺 當)

結 核 菌 テ何 等 カ ノ方 法 デ殺 菌 シ タ トコロ ノ製剤

テ以 ツ テ動 物 ラ免 疫 ス レバ コ レニー 程 度 ノ免 疫

性 テ與 へ得 ル コ トハ既 ニー般 ノ良 ク知 ル トコロ

デ アル。 自分 ハ今 同 ハ結 核 菌艦 二 〇.5%ノ 「フt

ル マ リ ン」 テ 加 へ 約1ケ 年 間370二 保 持 シタモ

ノテ モ ツ テ家 兎及 ピ 「ハ タ リス」 テ免 疫 シBCG

トノ免 疫 比 較 試 験 テ行 ツ タ。

f,免 疫 元(「 フ・ル モ ワ クチ ン」)。昭 和9年 ノ夏

約10株 ノ新 シ ク人 禮 ヨ リ分 離 セ ル 人型 結 核菌

テ1c・qノ 生 理 的 食 盟 水 一10匙 ノ 割 合 二 混 ジコ

レヲ滅 菌 セ ル小硝 子球 テ入 レタ硝 子 壺 中 二入 レ

更 二 〇・5%ノ 割 合 一 局 方 「フ,ル マ リ ン」テ 加 ヘ

テ コ レテ「パ ラ フ・ン」テ以 テ 密 閉 シ タル 後 二充

分 二振 温 シ テZF等 俘 游 液 トナ シ。37。 ノ卿 竈 内

二納 メ テ昭 和10年6月 二至 ツ タ
。

ロ、 免 疫 方 法及 ピ感染 試 験。 實 験動 物 ノ頭 数、

菌 量 、免 疫 ノ同歎 ハ第13表 二示 ス如 クデ アル。

感染 試験 ニハ 牛型 結 核 菌1株 テ各 動 物 共 二1竈

宛 感 染 セ シメ タ。 量 ラ多 ク シタ ノハ本 報 告 ノ爲

二特 二時 間 テ急 イ デ結 果 テ知 ル必 要 ガ アツ タ カ

第13表一
「フ

ォノレモ ワ7

壁 ソ」

BCG

封 照

7

T

3011V91V41V10

3clc、02cc

10

T

11V
lmg 9m

V
2

81
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のの

ラ ァ アル。

ハ、 試 隙 成 績 。 感 染 後 約2ケ 月 目 ニ コ レラ殺 シ

テ剖 検 シタ ノデ ァル ガ結 果 ノ大 要 ヲ述 ベ レバ次

ノ如 ク デ アル。

1・ 家 兎 二於 テハ 「フォル モ ワ クチ ン」bBCG共
　

二免 疫 後 感 染 前 二 行 ツ タ「ツ」皮 内反 慮(10倍 茜

丁ツベ ル ク リ ン」0.1qq)ハ 陽 ∂陞 二車専化 シタ。 而 シ

テ見 疫 力 ハBCGガ 優 レテ テ ル ガ「フ、ル モ ワ ク

チ ン」ニ テ モー程 度 ノ 免 疫 力 ノアル コ トケ 認 メ

タ。

2.「 ハ タ リス」二於 テ ハ 「ツ」反 慮 ノ検 索 ハ行 ヒ

得 ナ カ ツ タガ免 疫 力 ノ有無 ハ判 定 出來 タ。 コ ノ

場 合 モ家 兎 ノ場 合 ト同様BCG二 於 テ優 レタ結

果 テ示 シ タ.

3・ 今 同 ノ實験 二依 ツ テ 「ハ タ リスJモ 免疫 實験

二慮 用 シ得 ル コ トガ ワ カ ツ タ.

III.結 核 菌 禮 成 分 二 依 ノレ免 疫 特 二

類 脂 肪 膿 免 疫 二依 ノレ「ア レ ノレギ ー 」

ヲ件 ハ ザ ノレ見 疫 ノ 成 立 二 就 テ

(箭 頭 、津 留 、橋 本 、本 田 、川 村 憺 當)
'「ア レル ギー 」ガ結 核 免 疫(抵 抗 力 ノ意 味 ノ)ト 如

何 ナ ル關係 ニ アル カ ト云 フ問題 二關 シテハ コ レ

テ全 然 不 即不 離 乃 至 ハ更 二進 ンデ 「ア レル ギー」

卸 チ結核 免 疫 ノ本 態 ナ リ ト考 フル ー 派 ト「ア レ

ル ギー 」ハ結 核 感染 二際 シテ 出現 スル 随 件現 象

デ アル ト考 ヘ ルー派 トガ アル。

自分 モ本 問題 テ充 分 二研 究 セ ン トシテ先 ヅ結 核

菌 禮 諸 成 分 二依 ル発 疫 實 験 テ試 ミ次 ノ如 キ結 果

ラ得 タ コ トテ嘗 テ報 告 シ タ コ トガ アル。 即 チ吾

第14表

免 疫 元

べ

」

ソ

ソ

「

リ

製

ク

精

ル

一ル努貌

霜
鰯

璽
灘

鮨
備

「ソ ベ ノレ

ク リ ン」

反 庶

感染局所 内 臓

一 一 一

一 一 一 一

± ± ±

十 十 ±

一 一 十

々 ノ方 法 ニ ヨル精 製 「ツベ ル ク リ ン」、薔 「ヅベ ル

ク リ ン」、菌 欄 蛋 白 、粗 製 類 脂肪 禮 、 精 製 類 脂 肪

盟 二依 ツ テ梅猿 テ免 疫 シテ 第14Nノ 如 キ 成 績

ラ得 タ ノデ アル。

表 二示 シタ ト コロ テ簡 躍 貞詑 明 ス レパ次 ノ如 ク

ア ア ル0

1.精 製 「ツベ ル ク リ ン」及 鋳 「ツベ ル ク リ ン」テ

以 ツ テ シ テ ハ 免 疫 元 性 ラ 附 與 セ シメ得 ナ カ ツ

タ。 「ツ」反 慮 モ 陽性 二 靱 化 シナ ツ タ(最 近 青 山

氏等 ハ 「ツベ ル ク リ ン」二細 胞 核 質 テ賦 活盟 トシ

テ用 フ レバ 陽性 化 セ シメ得 ル ト云 フ興 味 アル研

究 テ登 表 シテ テル)。

2.粗 浸 出類 脂 肪 ハ海 狸 ニー 程 度 ノ免 疫 性 ヲ附

與 セ シ メ 得 タ。 而 シテ「ツ」反 慮 モ陽性 トナ ツ

タ.恐 ラク菌 盟 テ含 有 シ テ テ ツ タモ ノ ト思 フ。

3.精 製 類 脂 肪盟 ハ 「ツJ反 磨 テ陽 性 二韓 化 セ シ

ム ル コ トモ不 可 能 デ ァ リ免 疫 力 モ稽 ㌃前 者 二劣

ル コ トテ知 ツ タ.

4・ 菌 艦 蛋 白 ハ 「ツ」反 慮 テ陽 性 二韓 化 セ シム ル

コ トガ可 能 デ ア リ同時 二免 疫 力 テ弱 度 ナ ガ ラ有

ス・o

以 上 ノ成 績 テ得 タ ノデ 自分 ハ更 二所 謂 類脂 肪 盟

テ第15表 ノ如 キ ア ングー ソ ン氏 法 二 依 ツテ 燐

脂 質 、 腫 脂 質 及 ピ中性脂 肪 テ分 割 抽 出 シテ家 兎

テ免 疫 シテ次 ノ如 キ結 果 二到 達 シタ ノデ アル 。

1.純 化 シ タ(菌 盟 テ含 マヌ)結 核菌 燐 脂 質 、 脂

肪 、 蝋 脂 質 ハ 「ツベ ル ク リ ン」作 用 テ有 シナ イ。

亦 コ レー ヨル 免 疫 家 兎 ハ 「ツベ ル ク リ ン ア レル

ギー」トナ ラナ ィ。

2.燐 脂 質 ハ免 疫 家 兎 ニー 程 度 ノ免 疫 性 ラ附 與

セ シメ得 タ ガ蝋 脂 質 及 ピ脂 肪 ニハ ソ ノ作 用 が ナ

カ ツ タ0

3.コ ノ燐 脂 質 免 疫 二 際 シテ 家 兎 「ツベ ル ク リ

ン ァ レル ギー」ノ褒 現 ナ ク シテ ・一程 度 ノ 免 疫 性

テ獲 得 シタ コ トハ 「ア レル ギー 」ト結 核 免 疫 トガ

必 ズ シモ相 一 致 セ ザル 因 子 ニ ヨツ テ由 來 ス ル モ

ノ デ アル コ トテ想 像 サ セ ル。

弦 二於 テ吾 々 ハ以 上 ノ推 定 ラ更 二確 實 ニ スル タ

メ ニ海 瞑 二於 テモ カ ・ル結 果 テ示 スカ テ實 験 シ
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第

澄潤結 核菌

↓
「エーテル」渡 出

i

15 衷

lr--v一 一 一T一 一 一 一 一 一 一 一
水溶液 「エーテル」溶 液↓

濃 縮
同量「アセ トン」注加

l

lI
沈
澱
1

Il室 温 冷 却

↓ ↓
1.PhosphatidlII.Phosphatid

　

燐 脂 質

「エ ー テ2レ」

「ア セ ト ソ」溶 液

↓

濃縮
↓

脂 肪

タ ノデ アル。

而 シテ コ レガ爲 ニハ免 疫 海 瞑 ノ感 染 防禦 試験 ト

淋 巴 腺菌 撒 布試 験 トテ行 ツ タ ノ デ アル。 ソ ノ結

果 ハ前 ノ場合 ト全 ク 同檬 デ ア ツ テ 海 瞑 テ「ア レ

ル ギー」化 スル コ トナ ク明 カ ニ 抵 抗 力 テ 獲 得 セ

シメ得 タ コ トテ知 ツ タ ノデ アル。

亦 一 方 淋 巴腺 撒 布 遅 延現 象 テモ 明 カ ニ謹 明 シタ

ノデ アル。(コ ノ詳 細 ハ 東 京 留 事 新 誌 二褒 表 ノ

豫 定)

即 チ コ ノ雨 實験 二依 ツ テ吾 々 ハ前 同家 兎 二就 テ

行 ッ タ實験 ノ誤 リデ ナ カ ツ タ コ トテ知 ッ タ ノデ

アル。 ノ ミナ ラズ、 コ ッホ氏 現 象 テ俘 ハ ズ シテ

1

菌 残 漉

↓「
ク ロ ロホ ル ム」寝 出

1-'一 『「

脱 「ク ロ ロ ホ,レム」溶 液

脂 ↓

菌 濃 縮
↓

蝋

淋 巴腺 内菌 侵 入 テ阻 止 シ得 ル免 疫 ノ存 在 スル コ

トテ認 メ愈 ヒ「ア レル ギー 」テ伴 ハ ザ ル結 核 免 疫

ノ存 在 シ得 ル コ トテ知 ツ タ ノ デ アル。

即 チ以 上 ノ結 果 ヨ リシテ結 核 ノ免 疫 現 象 トシテ

現 ハル ・「ア レル ギー」ハ感 染 防 禦 乃 至 ハ抵 抗 力 檜

進 ノ意 味 二於 テハ必 ズ シモ必 要 デ ナ イモ ノ デ ア

ツ テ、 菌 膿 蛋 白及 ピ類 脂 肪 艦 就 中燐 脂 質 ガ ソ1

意 味 二於 ケル免 疫 テ附 與 セ シム ル圭 ナ ル役 目 テ

演 ズ ル モ ノ デ ア ラウトノ結 論 二達 シタ ノデ アル。

即 チ陽性 「アネ ル ギー」ノ状 態 二於 テ良 ク結 核 免

疫 ガ成 立 シ亦 治 癒 機 轄 ガ良 好 二轄 向 ス ル ト云 フ

事 實 ノ裏 書 テ スル モ ノ ト云 フ コ トガ出 來 ル。

第八章 抗酸性菌ノ分類二闘スル考察

各 型 結 核 菌 拉 二 自然界 非病 原 性 抗 酸 性 菌 テー括

シテ コ レガ 分 類 二 關 ス ル 考 察 テ加 ヘ タ イ ト思

フ.特 二考察 ト云 フガ如 キ字 句 ラ用 ヒタ ノハ分

類 法 トシテ確 定的 二認 ム ペ キ過 去 ノモ ノナ ク亦

自分 トシテ モ分 類 法 テ確 定 的 ノモ ノ トシ テ今 述

ベ ル コ トガ出來 ナ ィ駄 態 ニ アル カ ラデ アル
。 即

チ抗 酸 性 菌 ノ分類 二關 スル 自己 ノ實 験 的 経 験 拉

ピ ニ考 按 テ述 ベ ル ニ 過 ギ ナ イ トィ フ 意 味 デ ア

ル。 而 シテ弦 ニ ハ次 ノ事 項 二就 テ主 トシテ述 ベ

ン トスル モ ノア アル。

1・ 從來行ハ レタル抗酸性菌 ノ代表的分類法拉

二命名法 ノ批判

2.抗 酸性菌分類 ノ基準 トナ リ得ベキ諸性状 二

關スル検討

3.線 括的考察

1.從 來 行 ノ・レ タノV抗酸 性菌 ノ代

表 的分類 法拉 二命名 法 ノ批判

温血動物結核菌、所謂冷血動物結核菌、人癩菌、

鼠癩菌、牛腸炎抗酸性菌(ヨ ーネ氏菌)及 ピ自然

界抗酸性菌 ノ分類 二就 テ嘗 テ先人 ニヨツテ爲サ

レタモノ・中デ圭ナ ルモ ノテ基グレバLeh-

mannu.Neumann氏 ノ分類法及 ピBergey氏
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ノ分 類 法 デ アル。

而 シテ吾 々 ハ現 准 ノ トコ ロ以 上 雨 氏 ノ法 ラ以 ツ

テ最 モ代 表 的 ナ ル モ ノ ト言 ハ ネ バ ナ ラヌ ノデ ア

イレガ温 血 動 物 結 核 菌 テ除 ク外 ノ抗 酸 性 菌 二關 ス

ル限 リ ソ ノ分 類怯 ガ如何 二不 完 全 ナモ ノデ アル

カ ト云 フ コ トハー度 抗 酸 性 菌 ノ研 究 二從 事 シタ

コ トノ アル モ ノニ ハ極 メ テ容 易 二分 明 スル筈 デ

ァル。 ソ ノ著 舎 二示 サ レタ トコ 回 テ見 ル トー 兄

誠 二明 白 二而 モ規 則的 二分 類 サ レ テテ ル ガ如 ク

ニ見 ラル ・ノデ アル ガ良 ク コ レ テ考 察 ス ル トキ

ハ 如何 二多 ク ノ不 備 ナ ル貼 ガ アル カ ト云 フ貼 二

氣 付 ク ノデ アル。

先 ヅ第 一 ニ コ レ ラ ノ分 類 法 ニ ハ鼠癩 菌 ノ命 名乃

至 ハ鼠 癩 菌 二關 スル記 載 テ訣 イ テ ラル コ トニ氣

付 ク ノデ アル。 第 ニ ニ ハ冷 血 動物 結 核 菌 、 恥 垢

菌 等 二就 テハ何 等 ソ ノ本 態 二燭 レル トコ ロガ ナ

イ。 第 三 一ハ人 癩 菌 テ培 養 出來 ル モ ノ ト シテ取

扱 ツ テ テル モ ノ ・アル コ ト(Bergey)、 第 四 ニ ハ

自然 界 ノ非 病 原 性抗 酸性 菌 ノ分 類 二關 シテ モ唯

培 養 セ ラ レタ人 二依 ツ テ附 セ ラ レタ名稻 テ ソ ノ

儘 用 ヒテ テ ル ノ ミデ、 ソ ノ基 準 テ明 示 シテ テ ラ

ヌ コ ト。 ー レデハ結 局 後 カ ラ研 究 シ タ人 ハ 自分

ノ分 離 シタ菌 テ如何 ナ ル菌 種 ノ中 二含 マ スベ キ

カ ト云 フ コ トテ知 ル コ トガ全 然 出 來 ナ ィ。

乍併 自分 等 モ現 在 ノ トコロ デハ 特 二確 定 的 ナ分

類 法 二就 テ示 スベ キ モ ノテ有 シテ テ ラヌ ノデ唯

現 在迄 二研 究 シ タ経 過 テ述 べ テ暫 定 的分 類 法 ト

シテハ如 何 ナ ル モ ノテ可 トスル カ ト云 フ コ トテ

弦 デハ唯 述 ベ ル コ ト ・シタ イ。

II.抗 酸 性 菌 分 類 ノ基 準 ト ナ リ

得 ペ キ諸 性 状 二 關 ス ノレ槍 討

自分 ハ吾 々 ガ各 地 大 學乃 至 ハ研 究 所 デ恵 與 セ ラ

レタ ル モ ノ及 ピ占部 ガ分 離 シ得 タ菌 株 約150飴

種 ノ抗 酸 性菌 二就 テ次 ノ諸 項 二就 テ検 索 テ行 ツ

タ ノア アル。

1.形 態 學 的性 状

2.生 物 學 的性 状

1.化 學 的藥 品 二封 スル抵 抗 力

2.登 育 温 度 域

3.各 種 培 地 上 ノ敬 育 能

4・ 集 薦 刈 翻 犬(色調b形,乾 淋)

5.酵 素辱些ゴ向4!生月犬

イb「 カ タ ラー ゼJ

ロ、 「レチ ター一ゼ」

ハ、 「ウ レ アー一ゼ」

二、 「ペ ル 才 キ シグー ゼJ

6.「 イ ン ドー ル」∬叉癒

7・ 硫 化 水 素 反 慮

8.含 水 炭 素 分 解 作 川

9.搬 育 トPHノ 關 係

4、 猛 育至 適PH

ロb搬 育 トPH曲 線 ノ璽 化

3・ 免 疫 學 的 特 異性

4.病 原 性

(各項 二就 テ ハ原 著 二詳 細 テ述 ベ ル)

以 上 ノ諸 性 質 ノ中 デ結 核菌 ト自然 界抗 酸 性 菌 ノ

鑑 別 二役 立 ツ ト考 ヘ ラル ・モ ノハ ア ツ タ ガ(例

之 「カ タ ラー ゼ」ガ前 者 二弱 ク後 者 二於 テ強 キ ガ

如 キ)自 然界 抗 酸性 菌 其 ノモ ノ ・分 類 二 特 二役

立 ツ ト考 ヘ ラル ・モ ノハ極 メテ少 カ ツ タ ノデ ア

ノレo

III.総 括 的考察

1.病 原性及 ビ人工培養 ノ能否 ヨリ見タル抗酸

性菌 ノ大別

現在迄 二諸家 二依 ツテ培養 セラレタ抗酸性菌 テ

ソノ病原性及 ビ人工培養 ノ能否 ヨリ観察 シテ次

ノ如 クニ分別 スルコトガ出來 ル。

第一群 培養確實ナルモノ

人型結核菌

1.結 核菌 牛型結核菌 病原性確定

鳥型結核菌

2.所 謂冷血動物結核菌

3・ 自然界抗酸 性菌 病原性テ弱度ナ

i蠣韓1綴麟鮮
第二群 培養不可能ナルモノ、

1.人 癩菌
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2・ 鼠 癩 菌

第 三群 培 養 可 能 ナ リ ト云 フモ疑 ハ シキモ ノ

1.牛 大 腸 炎抗 酸 性 菌(ヨ ー ネ氏 菌)

2.恥 垢 菌

所 謂 冷 血 動物 結核 菌及 ピ恥 垢 菌 テ舷 二分 別 シ タ

理 由 ハ原 著 二譲 ル。

2.各 型 結核 菌及 ビ抗 酸性 菌 ノ艦 別 テ助 クルニ

三 性 状

自分 ハ コ レマ デ ニ各型 結 核 菌 及 ピ其 ノ他 ノ抗 酸

性 菌 二就 テ種 々生物 學 的性 状 テ研 究 シタ ガ ソ ノ

中 デ極 メ テ興 味 ア リ且鑑 別 上 多 少参 考 タ リ得 ル

モ ハ 如 ク考 ヘ タモ ノハ次 ノ諸 性質 デ アル。

1.抗 煮 沸 性(占 部 澹 當)

2.「 カ タ ラー ゼ」及 ピ「ペ ル オ キ シ グ ー ゼ」

(占部 澹 當)

3.「 ウ レ アー ゼ」(占部 、 廣 木 澹 當)

而 シテ

1.抗 煮 沸 性 ハ結 核 菌 ト自然 界抗 酸 性菌 トノ間

二明 カ ニ差 ア リ。

2.「 ヵ タ ラー ゼ」及 ピ「ペ ル オキ シダー ゼ」ハ人

型 、 牛型 結 核 菌 二於 テ最 モ弱 ク鳥 型 結核 菌 コ レ

ニ次 ギ所 謂 冷 血 動 物 結核菌 及 ピ非 病 原 性抗 酸性

菌 ハ何 レモ極 メテ張 イ ノデ ア ル。

3.「 ウ レアー ゼ」ハ各 型 結 核 菌 及 ピ自然 界 抗 酸

第16表 「ウvア ーゼ」壁生 ノ有無

菌 株 陣 鵬 鰍 陰性数

自

然

界

抗

酸

性

菌

結

核

菌

上水系抗酸性菌

下水系抗酸性菌

土壌系抗酸性菌

糞便系抗酸性菌

穀類系抗酸性菌

恥垢系抗酸性菌

ロ腔系抗酸性菌

在來株抗酸性菌

鼠癩系抗酸性菌

人癩系抗酸性菌

人 型 結 核 菌

牛 型 結 核 菌

鳥 型 結 核 菌

所 謂蛙結核菌

0

9

6

1

3

3

1

8

9

8

1

」1

ー
ム

4⊥

90

4

2

1

1

0

0

6

7

3

2

1

6

6

5

1

9
初

9
僧

AU

41

0

9

0

4

0

1

0

2

8

3

1

1

2

2

0

1

性 菌 中焚 育 スル モ ノ トセ ザ ル モ ノア ル モ鳥 型 結

核 菌 ノ こハ全 菌 株何 レモ之 レテ鋏 キ、亦 上水 系

及 ピ下水 系 菌 ハ何 レモ陰 性 ニ シテ土 壌 系菌 株 ガ

全 部 陽 性 デ ア ツ タ コ トハ極 メ テ興 味 ガ ア ル。 即

チ 自然 界 抗 酸 性 菌 ハ 「ウ レアー ゼ」搬 生菌 ト「ウ

レ アー ゼ」非 爽 生菌 ト ノニ 群 二分 別 セ ラ レ、シカ

モ前 者 ハ水 中系 菌 、 後 者 ハ土 壌 系菌 ト云 フガ如

キ事 實 ラ得 タ ノデ ア ル。 コ ノ性 状 ハ抗 酸性 菌 分

類 上最 モ興 味 ア リ ト考 ヘ ラル ・モ ノデ アル。 實

験 成 績 ノー 部 ラ第16表 二示 ス。

3.集 落 ノ色 調 二依 ル 自然 界抗 酸 性 菌 ノ暫 定 的

分類

温 血動 物 結 核 菌 以 外 ノ抗 酸 性 菌 デ純 梓培 養 可 能

デ ァル 自然 界 ノ非 病 原 性抗 酸性 菌 二就 テ種 々考

察 テ加 エ タ結 果 生物 學 的 ニ モ免疫 學 的 ニ モー 定

ノ形 式 二從 ヘ ル コ トハ極 メテ困難 デ アル コ トテ

知 ツ タ ノデ現 在 ノ トコロ デ ハ非 科 學 的 デ ハ アル

ガ最 モ便 利 ナ ル モ ノハ色 調 二依 ル方 法 デ ァル ト

云 フ結 論 二達 シ タ ノデ アル。 コ ノ集 落 ノ色調 ハ

ー時 的 二色 調 墜 異 テ來 スモ ノ ト恒 久 的 色 調攣 異

テ來 スモ ノ ガ アル ガ後 者 ハ極 メ テ少 ク大 禮 二於

テ卵 黄 培 地 乃 至 ハ 「グ リセ リ ン」寒 天培 地 二於 ケ

ル室 温 培 養 ノ集 落 バー 定 シテ テ ル モ ノガ多 イ ノ

デ アル。 一 時 的 二攣 異 テ見 タ ト考 ヘ ラル ・モ ノ

モ数 ケ月 コ レテ室 温 二放 置 ス レバ原 色 二復 蹄 ス

ルモ ノガ多 イ コ トテ確 メ得 タ ノデ アル。 色 調 ニ

ヨル分 類 ガ最 モ便 利 デ アル トハ昭 和8年 ノ聯 合

微 生物 學 會 二於 テ述 くごタ ノデ アル ガ其 ノ後 ノ研

究 二於 テ モ矢張 リ シカル ベ キ コ トテ知 ツ タ ノデ

アル。 集 落 ノ色 調 ニ ヨル分 類 ハ葡 萄 状 球 菌 二於

テ モナ サ レテ テル ガ ソ ノ分 類 法 モ理 想 的 ノモ ノ

ト云 フ コ トハ出來 ヌ迄 モ猶 今 日用 ヒラ レテ テル

ノデ アル。 吾 々 ハ先 ヅ第17表 二示 スガ 如 キ色

調 ノ分 類 テ行 ヒコ レニ含 マル ベ キ菌 株 ハ何 レニ

属 スベ キ カ ラ観 察 シテ見 タ ノデ アル。

即 チ コ レニ ヨ レバ結 局 各 菌 株 ハ左 記 ノ何 レ ノ色

調 群 ニ カ包 含 セ ラル ・ ノデ アル。

1.白 色 系統 ノモ ノ

2.黄 色 系統 テ呈 スル モ!
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第17表

白色禮 白1灘 糠 熟 撫
士176

芭色系株

淡 黄 白 色 穫 潤 性.W3A.W8A.W15.W16.森.106VI.

淡 飽{襯 桂:P糊9/1ヱ ー ムi"lt)・S50B・K153・*t'S1・ 禰67土121

黄 色 襯 篠 署箴 「ヂユバー,レ、

蹟 色{諜{灘総 嚇 顯瀞轍議も;翻
淡 樫 黄 色.Y2潤 性B100.B109

淡白雌 醗 雛 犠 器106X短25Z「 グラス」・K154A　『
∵ 雛盤鋼 慧 議認量

∫
淡 紅 色.渡 潤 性.S50A.B101A(「 ク リー ム」状).籾272

欄 紅畷 雛:欝3
　「難

:雛1羅糠 　
3.燈 黄 色 系 統 ノ色 調 テ呈 ス ル モ ノ

4.紅 色 系 統 ノ色 調 テ呈 スル モ ノ

然 シナガ ラ自分 ハ コ レ ラ ノ分 類 ヲ行 ツ タ トシテ

モ コ レ ニ名 構 テ附 スル コ トハ猴 暫 ク差 控 ヘ タ イ

ト思 フ。

而 シテ自分 ハ コ レガ科 學 的 分類 法 ノ完 成 テ待 ツ

コ トガ寧 ロ學 二忠 實 デ アル ヤ ニ思考 スル モ ノデ

結

以上ハ細菌學 テ專攻 スル自分ガ研究室 二於テ且

テ取扱 ツタ結核菌 ノ形態學、生物學拉 二免疫學

二就 テ新知見 ト考ヘラル ・諸鮎二就テ述ベタモ

ノデアル。一般臨抹家 ノ参考 ニナル トコロガ多

少 ニテモアラバ幸 デアル。亦實験的結核研究家

ノ御批判 ラ得ルコトガ出來 レバ幸デアル。抗酸

性菌 ノ分類二關 シテハ吾人 ガ從來簡軍 二培養可

能 ト信ゼラレテテル菌(例之恥垢菌 ノ如キ)乃至

アル。 從 ツ テ現 在 ノ トコ ロ デハ 自然 界 抗 酸 姓 菌

テ研 究 スル モ ノハ菌 株 ノ由來 ト色 調 テ共 二記 シ

菌 株 テ保 存 シテ互 二交 換 シ相 共 同 シテ分 類 ノ確

立 テ期 スベ ク 努力 セ ネバ ナ ラヌ シ 亦 ソ レガ 研

究 者 ノ義 務 デ アル コ トテ最 後 二記 ス ル ニ止 メ タ

イ。

語

ハ先 人 ノ或 ル人 々 二依 ツ テ培 養 セ ラ レタ ト信 ゼ

ラ レ タ人 癩 、 鼠 癩 菌 ノ誤 リナル コ トテ指 摘 シ、

亦 先 人 ノ分 類 法 二不 備 ナル黙 ノ多 イ コ トテ述 ベ

タ ノデ アル。 而 シ テ自然 界 抗 酸 性 菌 ノ分類 ハ極

メ テ困 難 デ アル カ ラ シ テ暫 定 的 二集 落 ノ色 調 ニ

ヨ ツテ分 別 シテ テ ク ノガ取 扱 ヒ上 便 利 デ ア ル ト

考 ヘ ル。
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主 要 文 獄

1.結 核菌 ノ多形態 性 ト蛮 育形 式二關 スル分

1) Nocard u. Roux, Ann.  l'Inst. Past. 1887. 2) 
Metschnikoff, Virch. Arch. Bd.  113, 1888. 3) 
Lehmann, u. Neumann, Lehrbuch  u. Atlas d. 
Bakteriologie, 1896. 4) Fontes, Beitr. zur  K1. 
d. Tbk. Bd. 77, 1931. 5) M. C. Kahn, Am. 

 Rev. of Tbc. Vol. 20, 1929. 6) G. Oereskov, 
 Zbl.  f. Bakt. Bd. 123,  1932. 7) A.  Mayer, 

Beitr. zur  Kl. d.  Tbk. Bd.  84, 1934. 8) Jensen, Z
. aus M. Kahn. 9) Wyckoff and Smithburn, 

J. of inf. Dis. Vol. 53, 1933 10) Wyckoff, 
Am.  Rev. of Tbc. Vol. 29, 1934. 11) Mc. 
Carter and E. G. Hastings, J. of Bact., Vol.
29,1935.12)中 村,東 京醫 事 新 誌.2436號.

昭 和10年.13)許,實驗 醤學 雑 誌.19卷,昭 和

10年.14)廣 木,占 部,満州醫 學 雑 誌.第19卷,

昭 和8年.

巫.結 核 菌 ノ濾 過 型 盟 二關 ス ル實 験 ノ分

1)Br.Lange,Beitr.zurKLd.Tbk・81,1932.

2)L.Lange,Zb1.f.Bakt.Bd.127,1932.3)

水 島,北 海 道屠 學 雑 誌.10年,昭 和7年4)宮
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雑 誌 ・31巻,昭 和7年 ・6)野 口),千 葉 屠學 雑 誌・

13巻,1昭 和10年.7)中 川,北 海 道 騒誌.第12

年,昭 和9年,第13年,昭 和10年 ・8)西 本,
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雑 諸 ・271號 ・昭 和2年 ・11)中 條,細 菌學 雑 誌.

昭和2年.12)Kuteintschikoff,Zbl.f,Bakt.

Bd. 99, 1930. 13) Negre, Boquet, C. r. Soc. 
Biol. T. 97, 1927. 14) Cooper a Petroff, J. of 
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f. Bact. Orig. Bd. 117, 1930. 16) Petragnani, 

 Zbl. f. Bakt. Bd. 90. 1928, Ref. 17) Lomhardo, 
Zbl. f. Bakt. Bd. 83. Ref. 1926. 18) Fessler, 

 2b1. f. Bakt. Bd. 98, 1926. 19) Calmette, 
Valtis, Negre et Boquet, Bull. d. Inst. Past. T. 
23, 1925. 20) Br. Lange u. Clauber, Zschr. f. 
Tbk., Bd. 53, 1929. 21) Walker u. Sweeney, 
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 of inf. Dis. Vol. 54, 1934. 23)  Gelin, Zbl. f. 
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J. of  inf.  Dis. Vol. 51, 1932.
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1)Btirgers,Zschr・f・Tbk・Bd.51,192&2)

有 馬,Z・f・Tbk・Bd・52,192&結 核.第1巻,大

正12年 ・ 矢 部,結 核 ・第2巻.大 正13年.4)

箭 頭,日 本 微 生物 學 會 雑 誌 ・26巻,昭 和7年.5)

飯 島,東 北 屠 學 雑 誌 ・第17巻,昭 和10年.6)

ヰ 川 等,結 核・13巻 ・11召和io集7)長 谷 川,

西 村,東 京 鵬11噺 誌.2931駒 髪,11tl和10年.8)

J.Wei881er,Zb1.f.ge1。Tbk.Bd.38,1933(本 論

女 ハ線 訊 ト シテ 欧 衆 ノ女 献 ヲ網 累羅ス).

V・ 納 核 薗 ～培 養 二 關 ス,レ 分

1)戸 田,lll礎 的 結 核 研 究 ノ現 況.浦 洲 協 誌.18

巻,II召和8年21箭 頭,日 仁徽 生物 學 會 雑 誌 第

26巻,Ill{和7年3)中 谷,結 核.12巻.4)

申川,東 京 醤事 新 誌.2862,昭 和9年 ・5)石 川,

結 核 ・6巻,昭 和3年 ・6)字 賀,實 験 醤學 雑 誌

18巻 ・N`D・12,昭 和9年.7)井 上1廣,満 洲 醤

誌.策22讐,"1{和1`)年.8.'植 田,日 躯徽生 物

誌.第27巻,昭 和8年.9)住 吉,Zschr.f.Tbk

Bd39,1924,結 核,3巻,大1E14年.10♪Hohn,

M. m. Wschr. Nr. 15, 1926.  Zbl. f.  Bakt. Bd.

127,1932,Zschr.f.Tbk.Bd.63,1933.11)小

川,結 核.11巻.昭 和8年.12,・ 伊 薩,藤 野,

東 京醤 事 新誌.287號,昭 和9年.13》 尾 高,E

本 微 生物 學 病 理 學 雑 誌.第2K巻,昭 和9年.

VL結 核 菌 ノ集 落 解 離 二關 ス ・レ分

1)  Toyoda  Li. Baerthlein, Zbl. f. Bakt.  Ref. Bd. 
57, 1913. 2) Hardley, J. of inf. Dis. Vol. 40, 
1927. 3) Petroff, Proc. Soc. Exp. biol. a. med. 
Vol. 25, 1927. 4) Kraus  U. Gerlach,  7schr. f. 

 Immf. Bd. 61, 1929.  5) Tschecknowitscher, 
zit. aus Kraus.  6, Kahn u. Schwarzkoff, J. of 
Bact. Vol. 25, 1933. 7) Steeken, J. of inf. 
Dis. Vol.  56, 1935. 8 Petroff and Steeken,
J.ofinf.DisVoL56,1935・9.)戸 田,滴 洲 聲

學 雑 誌.第15巻,昭 和7年 ・10)廣 木,満 洲 馨

學 雑 誌 ・23巻.昭 和10年.11)占 部,浦 洲 屠學

雑 誌.i昭 和11年(蛮 表 ノ豫 定).

VI.結 核 菌 ノ菌 型 二關 ス ル分

1)圭 ナ ル文 獄 ・・戸 田,1、 隼礎 的 結 核 研究 ノ現況 及

ビ2)廣 木,擶 洲 二於 ケ ル各型 結 核 菌 ノ系統 的

研 究.漏 洲 醤 學 雑 誌.28巻,昭 和10年 二譲 ル.3)

Camphell, Brit.  m. J. 1907. 4) Dernby u.
Naslund,Bioch.Zbl.Bd.132,1922.5)波 多

野,岩 田,1繭 洲 署 學 雑 誌.第19巻,第20讐,昭

和8年,第22巻,第23巻,Ill{和10年.6)清 野,

生 髄 染 色 研 究 ノ現 況 ・7)清 野,杉 山,服 部,波

多 野,生 胆 染 色 綜 設 線 論.3)紺 田,十 全 會 雑

誌 ・第23巻,11召 和8年 ・8)波 多 野,日 本學 術

協 會.10巻,昭 和10年.。

V皿.免 疫 二關 スJレ分1以 下 ノ文 獣 参 照)

1)戸 田,箭 頭,橋 本,弱 毒 性 矯杜菌 ノ免疫 二關

ス)レ研究.東 京屠事新誌.2870號,II♂{和9年,基 礎

的結核研究 ノ現況.滞 洲 署誌.昭 和8年 ・2)戸

田,箭 頭,弱 毒生結核菌 ノ免疫 二關スル研究 ノ封

照.結 核菌匿諸成分及 ビ死菌 「ワクチ ソ」ノ免疫學

的研究.満 洲醤學雑誌19巻,第5號,昭 和8年 ・
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膚gg新 誌.2887駒 虎,ll召荊ll9{ト.

V皿 抗 酸 性 菌 ノ分離 二 關 ス ル分(以 下 ノ交 獣 塗 照)

1)戸 田,抗 酸 性 菌 ノ研 究(第1一 第5).Il本 學 術

脇 會 ・ 第9巻.第3耽.Il召 和9年.東 京 轡 事 新 誌.

2873貌,ll召 和9年,2877競,tl召 禾09年,2i891勢 虎1,ll得

和9年 ・2923凱,昭 和9年 ・2)占 部,抗 酸 性 菌

ノ生 物 學 的 研 究(共1),日 本 微 生 物 阜 雑 誌 .27巻,

8耽,ll召 和8年 ・抗 酸 性 菌 ノ生物 學 的研 究(其 ノ2),

漏洲 馨 賭 ・22雀,1昭 和10年.抗 酸 性 菌 ノ生 物1的

研 究(其 ノ39リ 其 ノ13)・ 満 洲 轡學 雑 誌.昭 和11

年,10刀 頃 搬 表 ノ猿 定.4)Lehm自nnu,NGUg

mann,Bakteriolog・Diagnostik.5)Bergey,

ManualofDeterminativeBacteriology;4thEd・

1934.




